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┏┏┏┏━━━━━━━━━━━━━ 

┏┏ ☆特集記事 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◆◇◆パークレットを活用した憩いの空間社会実験◆◇◆ 

   ～Honeycomb Square（ハニカムスクエア）～ 

（静岡市 建設局 道路部 道路計画課） 

令和 2 年 3 月、静岡市内すべての路上駐車スペースが廃止となりました。そこで、歩い

て楽しい街を目指す静岡市では、この空間を歩行者の皆さまに提供するため、パークレット

を活用した憩いの空間社会実験を実施することとしました。本稿では、社会実験の概要、評

価などについてご紹介します。 

 

┏┏┏┏━━━━━━━━━━━━━ 

┏┏ ☆道路占用Ｑ＆Ａ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◆◇◆コロナ占用特例と歩行者利便増進道路について◆◇◆ 

（国土交通省 道路局 路政課 道路利用調整室） 

○６月に行ったコロナ特例の期限が１１月末となっていましたが、その期間を令和３年

３月３１日まで延期しました。 

○沿道飲食店等の路上利用を継続できるよう、１１月２５日施行の「歩行者利便増進道路」

への円滑な移行を推進していきます。 

 

┏┏┏┏━━━━━━━━━━━━━ 

┏┏ ☆地域における道路行政に関する取組み事例 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

★「令和２年７月豪雨における権限代行の取り組み」について★°・＊:.。 

（九州地方整備局 道路部 路政課） 

令和２年７月豪雨では、九州南部に停滞した梅雨前線により７月３日夜から４日の朝に

かけて熊本県南地域が記録的豪雨に見舞われました。 

球磨川流域では、６０００戸を超える家屋が浸水する事態となりました。 

道路の被災としては、熊本県内において、直轄国道４カ所、補助国道２５カ所、地方道１



１３カ所の通行止めが発生し、道路橋１０橋、鉄道橋３橋（７／５時点での確認）が流失し

てしまうといった未曾有の災害となりました。 

本稿では、ライフラインを寸断されたことにより、孤立集落が多数発生した状況の中、一

刻も早い啓開が必要でもあることから、地方公共団体からの要請及び協議によって、国によ

る権限代行の手続きと災害復旧の取り組みについて紹介します。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

★異常気象時における道路管理の充実強化の取組み★°・＊:.。 

（北海道 建設部 建設政策局 維持管理防災課） 

北海道では、平成 28年 8月からの一連の台風や、平成 30年 9月の北海道胆振東部地震

による被害を踏まえ、異常気象時における道路利用者の安全を確保するために必要な方策

等の検討を目的に、専門家を交えた「道路管理に関する懇談会」を設置しました。その検討

経過等についてご紹介します。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

★土地区画整理事業を活用した街路事業の紹介★°・＊:. 

～清田通整備事業～ 

（札幌市 建設局 土木部） 

札幌市で令和元年 12月に開通した清田通は、街路事業後に残される土地が不整形である

などの課題を抱えていたことから、土地区画整理事業を活用して、土地の整形化による宅地

の創出や生活道路の整備などを行いました。本稿では、土地区画整理事業を行うに至った背

景や、土地区画整理事業により得られたメリットなどについて紹介します。 

 

┏┏┏┏━━━━━━━━━━━━━ 

┏┏ ☆編集後記 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

数か月ぶりに遠出をし、紅葉を楽しんできました。家にこもりがちな日が続いたこともあ

り、風がとても心地良く、良い気分転換ができました。当初、標高 2,172m にある日本国

道最高地点を訪れる計画を立てていましたが、積雪との情報を得たため、ノーマルタイヤで

の走行は危険と判断し断念。冬が近づいてくるのを実感しました。 

 

車窓から、昨年登った山の稜線と紅葉を見ることができたものの、山の位置関係とその名



を知らないことに気づいてしまいました。地図アプリを頼りに、見える山々の名称を確認し

ていきましたが、「山」という漢字を、「さん」か「やま」のどちらで読むのが正解なのかに

悩み、読み方が案外難しいことを知りました。規則性はあるのかというと、はっきりした文

献は見つけられず、山の名前が音読みの場合は「さん」、訓読みの場合は「やま」という説

や、山全体が信仰の対象になっているものを「さん」、それ以外を「やま」と読む説などが

あるようです。しかし、例外が多数あるとのことなので、一座ずつ覚えていく方が賢明のよ

うな気がしています。 

 

わたしたちの暮らす日本は、多くの山に囲まれ、高く美しい秀麗な山、荒々しい山、雄大

な山など、山容はさまざまで、その景色を楽しませてくれます。そして、その山々は、暮ら

しに必要な水源として、また、動植物や鉱物といった資源をもたらしてくれる存在でありな

がら、時には、噴火や山崩れなどで私たちの命を脅かす存在にもなりえます。そのため、畏

怖すべき大自然であり、神仏の居所と意味付けされるなど、信仰の対象とされてきました。

現在は、観光やレジャーで登山を楽しむ人が多くなりましたが、その昔は、信仰の顕れとし

て山に登ることが多かったと聞きます。 

 

地域によって、個性豊かな山岳信仰があるようで、その歴史に触れながら登りたい気持ち

が湧いてきますが、特に日本の山岳信仰の重要な拠点と言われている、東北の出羽三山（で

わさんざん）、近畿の大峯山（おおみねさん）、九州の英彦山（ひこさん）をはじめ、初心者

の私には難しい山ばかりです。経験を積み重ね、このような山にも挑戦できるようになれば、

もっと多くの山の位置や名前が覚えられそうな気がしています。（U） 


